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第三号発刊 に寄せて
『母語 ・継承 語 ・バ イ リンガル教 育(MHB)研 究 』第 三号 を発刊 で きま
す こ とを大 変 うれ し く思 い ます 。2003年8月 に母 語 ・継 承 語 ・バ イ リン ガ
ル教 育研 究会 を発 足 させ 、2005年3月 の 『母 語 ・継 承語 ・バ イ リンガ ル教
育(MHB)研 究 』創 刊 号 よ り紀要 を発刊 して まい りま した 。 しか し、正 直
な と ころ、毎 年紀 要 を発 行 したい とい う強 い希 望 はあ っ て も、経 済 的 に、ま
たマ ンパ ワ ー的 に、そ れが可 能 で あ る とい う見 通 しが当初 あ った わけ で はあ
りませ ん。です の で、第 三号 まで順 調 に発刊 で きた こ とに、役員 一 同 こ とば
に尽 くせ ない 喜 び を感 じてお ります 。
本研 究会 は2006年度 年 次大会(第10回 研 究会)で 丸3年 間活 動 を行 っ
て きた こ とに な り、これ を機 会 に、第 二段 階へ のス テ ップア ップ と して役 員
体 制 の整 備 を行 い ま した。会 の発 足 当 時 「発起 人」 と呼 んで いた4人 の体 制
か ら、そ の4人 を含 み、他 に企 画 担 当理事 とア ドバ イザ ー を加 えた12人 の
体 制 へ と拡大 、充 実い た しま した。(詳細 につ い ては 、本号 の「2006年MHB
研 究 会活 動」 を参 照 して下 さい。)
それ と ともに研 究 会 の広 報 ペ ー ジ も一 新 い た しま した。紀 要創 刊 号 を発 刊
い た します 時 に、全 て の子 ど もた ちに健 や か に伸 び て い って ほ しい とい う願
い を こめて 、特 別 に依 頼 し制作 した研 究会 のテ ーマ デザ イ ンを、会 のホ ー ム
ペ ー ジに も掲 載 す る こ とが で きま した 。お か げ さまで本研 究 会 の会 員 参加 申
し込 み(メ ー リ ング リス トへ の参 加 申 し込 み)は 年 中 問 断 な く届 き、今 は
300名に届 こ う とい う勢 い で増 え続 けて い ます 。ホ ームペ ー ジへ の ア クセ ス
も、過去2ヶ 月 だ け を見 て も7割 が 国内 、残 りは世界 の多 岐 にわ た る場 所
か ら、 ピー ク時 には一 日200件 を数 える とい う認 知度 を示 す よ うにな っ て
まい りま した。あ らた めて 、この研 究会 が対 象 とす る研 究分 野 へ の 関心 の高
さ、言 い換 えれ ば ニー ズの 緊急 度 を再 認識 す る と ともに、第ニ ス テ ー ジ に向
け て充 実 した会 に して い くこ とへ の 責任 の重 大 さを肝 に命 じてい る次 第 で
す 。
さて、本年 度 の母 語 ・継承 語 ・バ イ リン ガル教育 研 究会 は、リテ ラ シー と
「ダブル リミテ ッ ド」研 究 に特化 して活動 して まい りま した。第7回 、第9
回 、第12回 の三 回 にわ た って 「ダブル リ ミテ ッ ド ・一時 的 セ ミリ ンガ ル現
象 」 を考 え る研 究 会 を開催 し、 夏 に は 、 ユ ネ ス コ ・ア ジ ア文 化 セ ン タ ー
(ACCU)か らの基 金 提供 を うけ 、ACCUと 本研 究会 の共 催 ワー ク シ ョ ッ
プ を開催 し、1週 間集 中的 に多 読 指 導 につ いて学 ぶ機 会 を得 ま した。本 年度
の 年 次大 会 は ワー ク シ ョッ プの最 終 日 に読 み の 指導 に テー マ を合 わ せ 、 イ
マ ー ジ ョンス クール や 地域 で の読 み の取 り組 み につ い て議 論 しま した。 『母
語 ・継承 語 ・バ イ リンガ ル教 育(MHB)研 究 』第 三号 は、 こ う した本 年度
の活 動 の成 果 を問 う とい う趣 旨で 、 「ダブ ル リ ミテ ッ ド ・一 時 的セ ミ リンガ
ル現 象 を考 え る」 とい うテーマ で の一 般投 稿 を呼 びか け ま した。 その結 果 、
生 田裕 子氏 、高橋 朋 子 氏、滑 川恵 理 子氏 の3本 の論 考 を採 用 、掲 載 す る こ と
(i)
母5嵳Fg纈 語 ・ノYイ{ノンカ フ〃教 育(7レ1〃β丿嬲 レ'olume3MARCH2007
が で き ま した。3氏 の ご投稿 、編 集 過程 で の ご協 力 にお礼 を も う しあ げ ます 。
今 回 は様 々な理 由 で採 用 を見合 わせ た もの の、この テ ーマ につ い て の 日々 の
活動 や論 考 をお寄 せ下 さっ た方 々 に もお礼 を 申 し上 げ ます 。また、ご多 忙 の
中、第9回 研 究会 に参 加 下 さ り、本 紀 要 に も貴 重 な特別 寄稿 をお寄 せ 下 さっ
た ジム ・カ ミ ンズ 先生 に この場 を借 りてお礼 を 申 し上 げ ます。
本 紀 要 のテ ーマ の 中 に出 て くる 「ダブル リ ミテ ッ ド」とい う概 念 は 、歴 史
的 に遡 れ ば、Hansegardが1962年に ラジオ番 組 で初 め て使 い 、1968年に
著書Tvasprakigellerhalvsprakig(「バ イ リ ンガ ルか セ ミリ ンガル か」)
の中 で 定義 した 「セ ミ リンガル」 とい う用 語 に辿 り着 きます。 この概 念 は 、
定 義上 、また教 育 的 、社 会 的意 義 の面 か ら、専 門家 の 中で激 しい議 論 の対 象
とな っ た経過 もあ り、本 号 で は中 島和 子 先 生 よ り、テ ーマ の解題 が 付記 され
てい ます。そ の 中で 、テ ーマ につ いて の説 明 に加 え 、4本 の論 文 の内容 紹 介
が記 され てい ます ので 、各 論 文 の要 約 につ いて はそ ち らを ご覧 下 さい。
最 後 に な りま したが 、上記 の3回 の研 究 会 の企 画 か ら本号 の編 集 まで一 手
に引 き受 けて、紀 要第 三 号 の募 集、編 集 の任 に あ た って下 さった本研 究会 会
長 の 中 島和 子 先 生 に感 謝 を捧 げ たい と思 い ます 。先 生 の献 身的 な活 動 な しに
は、本号 を世 に送 り出す こ とはで きなか った こ とを こ こに記 し、本 紀要 が 思
い を同 じ くす る教 育 者 、研 究者 、関係 者 の一助 にな る こ とを念 じて、第三 号
発刊 に寄 せ る こ とば とい た します。
母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究会副会長(広 報兼任)
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